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原油価格が再び上昇したことが嫌気されたほか、ルピーが対⽶ドルで
下落したこともあって10年国債利回りは上昇しました（価格は下
落）。

※当資料はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社が情報提供を⽬的として作成したものであり、特定の⾦融商品等の勧誘・販売を⽬的とするものではありません。また、⾦融商品取引法
に基づく開⽰資料でもありません。※当資料は信頼できると判断された情報等をもとに作成していますが、必ずしも正確性、完全性を保証するものではありません。※当資料には、現在の⾒解お
よび予想に基づく将来の⾒通しが含まれることがありますが、事前の通知なくこれらを変更したり修正したりすることがあります。また、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉31⽇）

［債券市場］インド⾃国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉31⽇）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1⽉1⽇〜2018年8⽉31⽇）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

週初は、⽶国とメキシコが北⽶⾃由貿易協定（NAFTA）の再交
渉で⼤筋合意したことを好感して世界的に株⾼となり、インド株式市
場も上昇しました。週半ば以降は原油⾼やルピー安が重⽯となり、や
や売りに押されましたが、週間では上昇しました。SENSEX指数、
NIFTY指数ともに過去最⾼値を更新しました。

インドの輸⼊業者による⽉末の⽶ドル需要などを背景にルピーは対
⽶ドルで下落しました。また、円が対⽶ドルで上昇したことから、対円
でも下落しました。

（対象期間：2018/8/24〜8/31）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。
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2018/8/24 2018/8/31 変化幅

7.873 7.952 +0.079

2018/8/24 2018/8/31 変化率

1.592 1.561 -1.95%

2018/8/24 2018/8/31 変化率

38,251.80 38,645.07 +1.03%
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